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1 3
１
市民参加
の取組み

（２）
公募委員
を含む附
属機関

5 市民自治推進会議

本市の市民自治を推進するた
め、市民自治推進のための実施
計画の策定に関する事項、市民
自治推進実施状況に関する事項
及びその他市民自治に関する事
項について調査審議する。

（委員12人中4人が公募委員）

市民局
市民自治推進
課

委員数全体に占める公募委員の数を多く
している。また、委員の多くが、委員就
任前から千葉市の市民自治に直接的に関
わりのある方である。

2 5
１
市民参加
の取組み

（２）
公募委員
を含む附
属機関

13
子ども・子育て会
議

子ども・子育て支援法に基づ
き、「子ども・子育て支援新制
度」に係る事業計画の進捗管
理、給付対象施設の利用定員の
設定等について意見聴取する。

（委員18人中4人が公募委員）

こども未来局
こども企画課

公募委員となった子育て世代の委員が会
議に出席しやすいように保育士による託
児を実施する。

3 5
１
市民参加
の取組み

（２）
公募委員
を含む附
属機関

18
バリアフリー基本
構想推進協議会

バリアフリー法に規定する基本
構想の策定及び実施に関する事
項等について調査審議する。

（委員28人中4名が公募委員）

都市局
都市計画課

令和7年度の委員の改選で公募委員の定数
を2名から4名へと増加させた。これによ
り市民意見がより反映される会議となっ
ている。

4 6
１
市民参加
の取組み

（２）
公募委員
を含む附
属機関

22 病院運営委員会

千葉市立青葉病院及び千葉市立
海浜病院の円滑な運営を図るた
め、病院の運営及び改革に関す
る事項や地域医療連携に関する
事項などについて審議する。

（委員12人中3人が公募委員）

病院局
経営企画課

運営委員会の委員に対し、事前に審査会
の資料を配付することで、委員会の目的
を理解し、活発な議論が行われるように
している。

働いている世代でも参加しやすい時間帯
で実施している。

5 7
１
市民参加
の取組み

（２）
公募委員
を含む附
属機関

28 図書館協議会

図書館運営及び図書館奉仕につ
いて市民等の意見を反映させる
ため、事業計画や事業報告等に
ついて協議するとともに、図書
館法、図書館の設置及び運営上
の望ましい基準に基づく第三者
評価を行う。

（委員10人中2人が公募委員）

教育委員会
中央図書館管
理課

図書館の評価の評価項目を前年度末の協
議会に諮ることにより、市職員と協議会
委員（公募委員含む）の共通認識を図
る。

図書館の評価について、年度当初の協議
会に諮ることにより、市職員と協議会委
員（公募委員含む）事業の達成状況や課
題の共有を図る。

6 9
１
市民参加
の取組み

（３）
ワーク
ショップ

2
多文化共生ネット
ワーク

地域の多文化共生に関わる様々
な活動主体が連携、相互に情報
交換を行い、課題解決に向かっ
て協働する体制を構築する。

構成員（予定）：多文化共生に
係る有識者、企業、外国人住
民、町内自治会、関係機関　等

市民局
国際交流課

ネットワーク会議への参加者に対して、
事前説明を行うことで課題解決や情報共
有等の目的を理解し活発な議論が行われ
るようにする。

目標や年間スケジュールをあらかじめ明
示にすることで、参加者と市とが共に達
成状況を把握できるようにする。

市が事務局機能を担うことにより、多文
化共生に関わる市内の様々な活動主体の
参加を促す。

7 11
１
市民参加
の取組み

（４）
意見交換
会

1
ティーミーティン
グ

市政を身近に感じてもらうとと
もに、市政をより深く理解して
もらうため、団体の活動内容や
市政について市長と意見交換を
行う。

対象：市内で定期的に活動を
行っている団体

総合政策局
広報広聴課

市長と市民が市政について直接、意見交
換を行うことで、今後の市政に反映しや
すくしている。

8 11
１
市民参加
の取組み

（４）
意見交換
会

2
市長と語ろう会
（一般向け）

今後の市政運営に活かすため、
全市的なテーマを設定し、市長
と市民がテーマに沿った意見交
換を行う。

対象：市民　等

総合政策局
広報広聴課

市長と市民が市政について直接、意見交
換を行うことで、今後の市政に反映しや
すくしている。

1



「市民自治を推進するための工夫をして取り組む予定である」項目一覧（令和８年度千葉市市民自治推進のための実施計画） 資料１－４

※「項目」欄において着色された事業・・・取材済みの事業 ※「コレクティブインパクトの５要素を踏まえた取組み」欄において着色された取組み・・・主な好事例の取組み

コレクティブインパクトの５要素を踏まえた取組み

ページ 大区分 小区分 No. 項目 概要 所管課 （１）共通のアジェンダ （２）共有された測定システム （３）相互に強化し合う取組み （４）継続的なコミュニケーション （５）活動をサポートする中心的組織

9 11
１
市民参加
の取組み

（４）
意見交換
会

3
市長と語ろう会
（オンライン）

今後の市政運営に活かすため、
市政に関するテーマを設定し、
オンライン会議ツール「Zoom」
を使って、市長と市民がテーマ
に沿った意見交換を行う。

対象：市民　等

総合政策局
広報広聴課

市長と市民が市政について直接、意見交
換を行うことで、今後の市政に反映しや
すくしている。

10 11
１
市民参加
の取組み

（４）
意見交換
会

4
市長と語ろう会
（地域団体向け）

市民に市政を身近に感じてもら
うとともに市政をより深く理解
してもらうため、市長が市民の
集会・会合等に出向き、市政に
関するテーマに沿って説明し、
市民と直接対話する。

対象：市内在住・在勤・在学の
概ね20人以上が参加する集まり

総合政策局
広報広聴課

市長と市民が市政について直接、意見交
換を行うことで、今後の市政に反映しや
すくしている。

11 12
１
市民参加
の取組み

（４）
意見交換
会

8
千葉市民活動支援
センター運営協議
会

利用促進の方策、事業の企画及
び実施など、センターの運営を
より良くするため、登録団体に
所属する市民が意見交換を行
う。

構成員：センター登録団体に所
属する市民

市民局
市民自治推進
課

協議会の委員のメーリングリストを作
成。必要な連絡の他、関連情報の提供や
意見交換などにも利用し、継続的なコ
ミュニケーションを図る。

12 21
２
協働の取
組み

（１）
委託

14 男性の子育て支援

男性の子育て支援及び子育てを
含めたワーク・ライフ・バラン
ス推進のためのイベントの実施
を、ＮＰＯ法人に委託する。

こども未来局
幼保支援課

市と受託業者において、毎月実施する講
座の終了後、不定期に内容の見直し等に
関する意見交換を行うほか、電話やメー
ルでのやり取りを行っている。

13 23
２
協働の取
組み

（２）
共催

3
幕張新都心イルミ
ネーション

幕張新都心の冬季・夜間の賑わ
い創出のため、地域経済団体な
どの地元主体による幕張新都心
イルミネーションの開催を支援
する。

総合政策局
幕張新都心課

実行委員会の事務局を民間組織が担って
おり、円滑に運営できるよう事務局と市
が密なコミュニケーションを取ってい
る。

14 23
２
協働の取
組み

（２）
共催

4
幕張新都心クリー
ンの日

幕張新都心の快適な環境づくり
のため、幕張新都心立地企業及
びそのテナント企業等で、年2
回幕張新都心及びその周辺を一
斉清掃する。

総合政策局
幕張新都心課

幕張新都心のまちづくりを推進すること
を目的としている団体と共催し、エリア
内の多くの企業や団体等を巻き込む。

15 23
２
協働の取
組み

（２）
共催

5
ちば市国際ふれあ
いフェスティバル

国際交流・国際協力への理解と
関心を促進するとともに、団体
同士のネットワークづくりを目
的として、市やボランティア団
体等と国際交流協会による運営
協議会が、展示やパフォーマン
スを行うフェスティバルを開催
する。

市民局
国際交流課

開催にあたり、計4回の運営協議会を実施
し、参加団体の意思をくみ取り、相互に
連絡できる体制作りに努める。

（公財）千葉市国際交流協会が実行委員
会の事務局となり、実行委員会の運営を
サポートする。市は共催者として会場の
手配を行う。

16 23
２
協働の取
組み

（２）
共催

6
ちばフェアトレー
ドマーケット

世界と地域の社会問題を身近に
し、普段の生活からできること
を提案するフェアトレードを普
及するため、地域の市民団体、
事業者、教育機関、行政等が連
携・協力し、フェアトレード
マーケットを開催する。

市民局
国際交流課

「令和８年度にフェアトレードタウン認
定を目指す」という共通の目標を市と市
民団体である千葉市フェアトレード推進
グループで共有している。

市民団体である千葉市フェアトレード推
進グループと共同でイベントの企画を考
案する。

千葉市フェアトレード推進グループの構
成員同士で連絡を密にし、市職員にも連
絡事項を共有する。必要に応じて、推進
グループと市でオンライン（Zoom）また
は対面で打合せを実施する。

千葉市フェアトレード推進グループを設
置。課にフェアトレード担当者を配置
し、推進グループとの連携を行ってい
る。
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17 24
２
協働の取
組み

（２）
共催

7
スイス・クリスマ
スマーケットinマ
クハリ

都市ブランディングや観光客誘
客及びエリアマネジメントによ
る公共空間利活用の実証実験の
ため、千葉市と姉妹都市である
スイスのモントルー市で開催さ
れているクリスマスマーケット
を参考に、海浜幕張駅南口広場
及び周辺にて、スイス・クリス
マスマーケットを開催する。

市民局
国際交流課

開催にあたり、事業協力者で組織した実
行委員会及び作業部会を複数回実施し、
参加団体の意思をくみ取り、相互に連絡
できる体制作りに努める。

㈱幕張メッセが実行委員会の事務局とな
り、実行委員会の運営を全面的に支援す
る。また、市も実行委員会の委員とし
て、各種申請や大使館との調整を行う。

18 25
２
協働の取
組み

（２）
共催

14
パラスポーツフェ
スタちば

パラスポーツへの興味・関心を
高め、競技や障害者への理解を
深めてもらうことを目的に、千
葉県や千葉市スポーツ協会のほ
か、スポーツ関連団体に所属す
る方を含めた実行委員会が、パ
ラスポーツの体験等を中心とし
たイベントを開催する。

市民局
スポーツ振興
課

協働事業（イベント）実施後に反省会を
開催し、よりよいイベントになるように
意見交換を行っている。

業務進行スケジュールを定め、協働相手
が計画的・自主的に運営を行えるように
している。また、定期的な打ち合わせを
開催し、進捗状況の確認を行っている。

専門的な知識を持つ競技団体や大学教員
などの有識者に実行委員会へ参加しても
らい、大会運営に係る助言を受けてい
る。

定期的に開催する打ち合わせのほか、進
捗状況や課題について迅速かつ的確に共
有できるよう、電話やメールにて密接な
コミュニケーションを図るようにしてい
る。

パラスポーツフェスタちば実行委員会を
設け、適宜意見交換を実施するととも
に、大会運営を行っている。

19 25
２
協働の取
組み

（２）
共催

15
オープンボッチャ
大会

パラリンピックを契機に盛り上
がった機運を市民へのパラス
ポーツ普及にさらに結びつける
ため、市、千葉市スポーツ協会
及び競技団体等による実行委員
会が、障害者と健常者が共に参
加できるボッチャ大会を実施す
る。

市民局
スポーツ振興
課

協働事業（イベント）実施後に反省会を
開催し、よりよいイベントになるように
意見交換を行っている。

定期的に打ち合わせを行ったり、メール
にて進捗報告を行ったりする等、進捗状
況の共有を行っている。

専門的な知識を持つ競技団体や大学教員
などの有識者に実行委員会へ参加しても
らい、大会運営に係る助言を受けてい
る。

定期的に打ち合わせを行ったり、メール
にて進捗報告を行ったりする等、進捗状
況の共有を行っている。

千葉市オープンボッチャ大会実行委員会
を設け、適宜意見交換を実施するととも
に、大会運営を行っている。

20 25
２
協働の取
組み

（２）
共催

16

長谷川良信記念・
千葉市長杯争奪車
いすバスケット
ボール全国選抜大
会

淑徳大学の学生が実行委員会を
つくり、企画・運営を手掛ける
車いすバスケットボールの全国
選抜大会で、全国から選び抜か
れた強豪チームが参加して優勝
を争う。千葉市・千葉市スポー
ツ協会・淑徳大学が共催する。

市民局
スポーツ振興
課

協働事業（イベント）実施後に反省会を
行い、よりよいイベントになるように意
見交換を行っている。

定期的な打ち合わせなどにより、業務の
進捗状況の確認を行っている。

大学や競技団体と打ち合わせを行う際
に、参加しやすい時期や時間帯を検討
し、実施している。

定期的に開催する打ち合わせのほか、進
捗状況や課題について迅速かつ的確に共
有できるよう、電話やメールにて密接な
コミュニケーションを図るようにしてい
る。

21 25
２
協働の取
組み

（２）
共催

17

認知症になっても
住み慣れた地域で
安心して暮らし続
けることができる
千葉市づくりの推
進

認知症の人とその家族が安心し
て暮らし続けることができる地
域づくりに向けて、関係機関の
協力のもと、認知症への理解を
深めることを目的としたイベン
トを民間事業者との共催により
行う。

保健福祉局
地域包括ケア
推進課

協働相手の担当者による会議を毎月開催
し、準備から当日の運営に至るまでの役
割分担等の行動計画を作成し、進捗状況
を共有することにより円滑なイベント運
営につなげる。

イベントの準備から当日の運営に至るま
での役割分担等の行動計画を作成し、進
捗状況を共有することにより円滑なイベ
ント運営につなげる。
また、イベント来場者へのアンケートに
よりイベントの趣旨の理解度や満足度を
調査し、協働相手にフィードバックする
ことにより、次年度以降のイベントの計
画に反映する。

協働相手が同様のイベント等の取組みを
行っている場合、取組状況の情報を得て
イベント企画・運営の参考とする。

毎月の会議における進捗状況の確認状況
は議事録にして可視化した上、協働相手
に電子メールで送付し共有する。

22 28
２
協働の取
組み

（２）
共催

30
ちばＺＯＯフェス
タ

動物公園の使命である研究・教
育をはじめとした学芸機能及び
身近な市民のレクリエーション
の場並びに集客観光施設として
の機能向上を図り、併せて市民
の施設への関心と園運営への参
加と協働の機運を高めることを
目的として、園内事業者と市で
構成される実行委員会が動物や
動物園をテーマに各種出展や研
究発表等を行う「ちばＺＯＯ
フェスタ」を開催する。

都市局
動物公園

年間スケジュールを定めることで協働相
手が計画的・自主的に運営を行えるよう
している

周辺企業を巻き込むことができている。

23 29
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

3
災害時避難行動要
支援者支援体制の
構築

災害発生時における高齢者や障
害者等の避難行動要支援者の安
全を確保するため、「避難行動
要支援者名簿に関する条例」に
基づき、避難行動要支援者名簿
情報を町内自治会等に提供し、
地域と協力して、安否確認や必
要な情報提供、避難支援を行う
体制の構築に取り組む。

総合政策局
防災対策課
各区役所
地域づくり支
援課

毎月の協定（申請、締結、解除）に係る
状況について、各区地域づくり支援課と
共有を図り、事業の進捗状況について随
時確認をしている。

町内自治会等がより具体的な支援体制の
構築ができるよう、更新した「支援体制
構築実施マニュアル」の周知・啓発を実
施する。

3
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24 29
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

4
災害時避難行動要
支援者個別避難計
画の作成促進

避難行動要支援者一人ひとりに
合わせた避難行動等を定める
「個別避難計画」を福祉専門職
などと連携して、市で定める要
件に該当する方から順次作成す
る。

総合政策局
防災対策課

毎年度の実施結果を市ホームページに掲
載しているほか、関係機関が開催する会
議に出席することで、事業進捗や課題を
共有している。

個別避難計画がより実効性の高いものと
なるよう、委託事業者に対して、説明会
を開催している。
また、更新した「支援体制構築実施マ
ニュアル」において、町内自治会等によ
る個別避難計画の作成について働きかけ
をしている。

事業の進捗確認をするために、定期的に
電話やメールにて連絡を図るとともに、
疑問点があれば解決に向けて意見交換を
行っている。

庁内でプロジェクトチームを結成し、事
業を推進するための会議等を開催してい
る。

25 29
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

5
千葉開府900年に向
けた行動計画に基
づく団体支援

千葉開府900年となる2026（令
和8）年に向けて、市民への意
識醸成と、担い手づくりに寄与
するため、千葉青年会議所を実
施主体とする取組みを支援す
る。

総合政策局
都市アイデン
ティティ推進
課

協働相手と定期的に意見交換を行う機会
を予め設定している他、事業の進捗状況
を共有するために電話やメールにて密接
なコミュニケーションを図るようにして
いる。

26 29
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

6 平和啓発事業

戦争の悲惨さや平和の大切さを
知ってもらうため、市民と協力
して、平和の折り鶴の送呈、戦
跡めぐりウオーキング等を実施
する。

市民局
市民総務課

戦跡めぐりウォーキング講師と事前打ち
合わせをして、事業の意義や目的の共有
を行う。

27 30
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

13
ブックスタート事
業

親子が絵本を介して心ふれあう
ひとときを持つきっかけを作
り、健やかな親子関係を支援す
ることを目的に、養成講座を修
了した「赤ちゃんとふれあい絵
本ボランティア」と協力して、
４か月児健康診査に来所した親
子を対象に、絵本の読み聞かせ
や書籍による読み聞かせの勧奨
等を行う。

保健福祉局
健康支援課

各区に市の担当職員を配置し、事業実施
後にふりかえりを行い、市民と行政とが
協力して事業を推進できるような体制を
整えている。

28 31
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

15 動物の譲渡事業

千葉市動物保護指導センターに
収容された犬や猫の譲渡を進め
るため、登録したボランティア
や非営利団体と協力して、希望
者へ譲渡する。

保健福祉局
動物保護指導
センター

市でもホームページ等を利用した飼い主
の募集を行っているが、ボランティア団
体と連携することで、ボランティアが譲
り受けた動物をSNS等を活用した募集や独
自の譲渡会などを行い、千葉市民のみな
らず広く市外在住の飼い主希望者を募っ
ている。また、行政だけでは管理困難な
幼弱動物の管理や猫の馴化を依頼し、動
物の生存の機会を増やしている。

業務専用のメールアドレスで、担当者と
ボランティア間の連絡を密に取ってい
る。

29 31
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

16
動物愛護施策の推
進

ボランティアとの協働による動
物愛護施策を推進するため、ボ
ランティア活動に必要な物資の
提供、研修会の開催等を通じた
ボランティア支援を行う。

保健福祉局
生活衛生課
動物保護指導
センター

行政とボランティアが共に現場で応対す
ることで情報共有が図られるほか、行政
に対して不安や戸惑いを感じている市民
にも働きかけ、生活環境の改善等に繋げ
る等、双方の利点を生かし問題解決に取
り組むことができている。

業務専用のメールアドレスで、担当者と
ボランティア間の連絡を密に取ってい
る。

30 31
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

17
介護相談員派遣事
業

介護サービスの利用者及びその
家族の疑問、不満、不安の解消
を図るとともに、サービス事業
所における介護サービスの質的
向上を図るため、公募市民及び
関係団体からの推薦による介護
相談員の協力により、介護サー
ビス事業所を訪問し、利用者等
の相談に応じることで、施設と
利用者の橋渡し的な役割を担
う。

保健福祉局
介護保険事業
課

毎回の訪問の終わりの時間に、介護相談
員と職員との意見交換の場を設定し、よ
りよいサービス提供につなげられるよう
にしている。
また、介護相談員と市職員との定例会議
を毎月開催し、訪問時の状況を全員で共
有するとともに、市職員から必要な助言
を行っている。

31 31
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

20
坂月川ビオトープ
の管理・運営

市民が身近な水辺に親しみ、自
然とふれあうことのできる場と
するため、坂月川流域の環境保
全活動団体と協力して、ビオ
トープ施設の維持管理、動植物
調査、啓発活動等を行う。

環境局
環境保全課

関係団体との連絡会議を定期的に開催す
る。

32 32
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

21
大草谷津田いきも
のの里事業の推進

市民が身近に自然とふれあい、
自然について学ぶ場を提供する
ため、土地所有者の承諾の下、
市民団体、学校関係者及び専門
家と協力して、｢大草谷津田い
きものの里｣の田んぼづくり、
森づくり活動、生物環境調査を
行う。

環境局
環境保全課

谷津田の保全団体向けに、スキルアップ
を目的とした講座を開催する。

関係団体の役員会に参加するほか、随時
メールや電話でコミュニケーションを図
る。

4
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33 32
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

22

水辺環境保全活動
の推進
（水辺サポー
ター）

豊かで潤いのある水辺環境を構
築するため、市内の河川や海辺
を対象に、公募による水辺サ
ポーターと協力して、生活排水
対策に係る啓発活動や水質浄化
活動を行う。

環境局
環境保全課

関係団体との連絡会議を定期的に開催す
るほか、団体間の情報共有のため、メー
リングリスト（ML）を作成し、メールの
共有を行っている。

34 32
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

23
市の鳥コアジサシ
の保護

市の鳥であるコアジサシの保護
対策、生息調査のため、人工海
浜内の保護区域において、専門
家やボランティアと協力して、
コアジサシの保護活動とその推
進事業を行う。

環境局
環境保全課

年度初め及び9月頃に関係者による顔合わ
せ及び共同で現場作業を実施する。

35 32
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

24
谷津田の保全の推
進

千葉市の原風景である谷津田の
自然を保全するため、土地所有
者の承諾の下、田んぼづくり、
森づくり活動、生物調査を行う
活動団体等に対し支援を行う
他、森林環境譲与税を活用し谷
津田の森林整備を行う

環境局
環境保全課

谷津田の保全団体向けに、スキルアップ
を目的とした講座を開催する。

・関係団体との意見交換会を開催する。
・森林整備の実施について、関係団体と
協議を行う。

36 35
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

53 動物公園花壇管理

宿根草や山野草を生かし、来園
者を各ゾーンへ誘う花の道しる
べを作るため、園内の花壇管理
をボランティア団体と協力して
行う。

都市局
動物公園

メールで密にコミュニケーションを取っ
ている。
団体代表と意見交換を行う機会を設けて
いる。

37 36
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

55
ちばし道路サポー
ト制度

地域と市の協働体制を確立し、
身近な道路の適正利用や地域の
活性化を図るため、道路清掃・
除草等を行う市民団体等に対
し、活動に必要な物品の貸与・
支給を行う。

建設局
土木管理課
各土木事務所

年間12回以上の活動実績が5年以上ある団
体を表彰（感謝状を贈呈）することで、
継続的な活動を実施してもらえるように
している。

38 36
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

60

中央区自主企画事
業
中央区ふるさとま
つり

区民意識の醸成や地域の活性化
を推進するため、実行委員会と
協力して「ふるさとまつり」を
開催する。

中央区役所
地域づくり支
援課

実行委員会のもとに3つの部会を設け、各
実行委員が活発に議論できる仕組みを設
けるとともに、部会での決定内容等を実
行委員会で報告・承認をもらうこととし
ている。

39 36
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

61

中央区自主企画事
業
中央区自主防災
マップ作成支援事
業

大規模災害発生時に、区民が状
況に応じて速やかに避難を開始
することができるよう、地震や
浸水等の災害に応じた安全安心
な自主防災マップを町内自治会
等が作成するための支援を行
う。

中央区役所
地域づくり支
援課

市が一方的に作成するのでなく、作成を
希望する団体が自ら現地を歩きマップを
作成することで該当地区市民の防災意識
の向上に寄与している。

協働相手とのやりとりにメールを活用し
ている。

事業の担当を置き、防災マップ作成アド
バイザーに現地立会を含めたマップ作成
の指導について依頼している。

40 37
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

62
花見川区自主企画
事業
花見川区民まつり

区民相互の協調と親睦、区民意
識の醸成及び高揚を図り、地域
の発展に寄与するため、実行委
員会と協力して区民まつりを開
催する。

花見川区役所
地域づくり支
援課

実行委員会のもとに５つの部会を設け、
各実行委員（協力員含む）が活発に議論
できる仕組みを設けるとともに、各部会
に区担当職員を配置し、協力して事業を
推進している。

41 37
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

67

若葉区自主企画事
業
ラジオ体操で健康
づくりとまちづく
り

運動習慣の確立だけでなく、地
域住民のふれあいの場ともなる
ラジオ体操グループの増加およ
び活性化を目的として、全国ラ
ジオ体操連盟の協力のもと動物
公園を会場としたイベントを実
施するとともに、グループ支援
として優良団体表彰、支援レ
ター送付等を実施する。

若葉区役所
健康課

地域健康づくり支援連絡会に、ラジオ体
操グループ代表者に参加してもらい、ラ
ジオ体操の普及啓発に関する取り組みの
課題や方針の共有を行っている。

自主運動グループに対し、健康情報を掲
載した「健康づくり通信」（支援レ
ター）を年3～4回送付しており、継続し
たコミュニケーションに繋げている。

42 38
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

69
緑区自主企画事業
緑区ふるさとまつ
り

区の特性を活かした魅力あるま
ちづくりのために必要な区民相
互の交流、ふれあいによる地域
の活性化と区民意識の醸成を図
ることを目的として、実行委員
会と協力して区民まつりを開催
する。

緑区役所
地域づくり支
援課

実行委員会の下に6つの部会を設け、各実
行委員が活発に議論できる仕組みを設け
るとともに、各部会に区の担当職員を配
置し、協力して事業を推進する。

5
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43 38
２
協働の取
組み

（３）
事業協力

71

美浜区自主企画事
業
美浜区民フェス
ティバル

地域の活性化と区民意識の醸成
を図り、もって区の特性を活か
した魅力あるまちづくりに寄与
することを目的として、実行委
員会を組織して区民フェスティ
バルを開催する。

美浜区役所
地域づくり支
援課

実行委員会内に部会・分科会を設け、各
実行委員が活発に議論できる仕組みを設
けるとともに、各部会等に市担当職員を
配置し、協力して事業を推進している。

44 43

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 1 自主防災組織育成

自主防災組織の育成や活動の促
進を図るため、組織の新規設
置、防災資機材の購入および賃
借、防災訓練の実施に対し助成
する。
防災ライセンススキルアップ講
座の修了者を防災アドバイザー
として、地域が行う訓練や研修
などを支援するために派遣す
る。

根拠要綱等：自主防災組織助成
要綱、自主防災組織育成指導要
綱

総合政策局
防災対策課
各区役所
地域づくり支
援課

防災アドバイザーの育成と活用を図ると
ともに、自主防災組織への協力・活用を
進める。また、研修や教育等での活躍の
場を広げる。

45 43

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 2
避難所運営委員会
の活動支援

避難所運営委員会の活動を支援
するため、自主的な訓練・会
議・研修会などの活動に要する
経費に対し助成する。

根拠要綱等：避難所運営委員会
活動支援補助金交付要綱

総合政策局
防災対策課
各区役所
地域づくり支
援課

全避難所運営委員会に対し、活動状況や
補助金の活用状況についてアンケート調
査を実施し、各団体の状況把握に努め
る。

避難所開設・運営訓練を実施する。

46 43

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 4
地域運営委員会に
対する支援

地域に住む市民の助け合いと支
え合いによる地域運営を持続可
能なものとする体制づくりを進
めるため、小学校区や中学校区
などの地域で活動する町内自治
会等の様々な団体で構成される
「地域運営委員会」の設置を促
進し、その活動費用を補助す
る。

根拠要綱等：地域運営委員会設
立支援等補助金交付要綱、地域
運営交付金交付要綱

市民局
市民自治推進
課
各区役所
地域づくり支
援課

地域運営委員会の役員等を対象に外部講
師を招き、地域運営委員会同士の意見交
換会・情報共有を実施するとともに、外
部講師が地域からの意見に対し、助言等
を行うことで地域運営委員会としての活
動の活性化を図る。

地域担当職員が地域の相談窓口となると
ともに、地域運営委員会の総会・行事等
に参加し、地域とコミュニケーションが
取れる機会を作る。

各地域運営委員会に地域担当職員を配置
するとともに、地域課題解決のために市
の事業や関係課を案内等できるよう地域
担当職員向けに研修会を実施し、知識向
上に努める。

47 44

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 7
ＮＰＯ法人情報の
公開

市が所轄するＮＰＯ法人の活動
を広く周知することで、市民活
動の活性化を図るため、「千葉
市ＮＰＯ法人情報一覧」及び
「千葉市ＮＰＯ法人活動紹介
シート」を市ホームページで公
表するとともに、提出された事
業報告書及び財務書類を内閣府
ＮＰＯ法人ポータルサイトで公
表する。

市民局
市民自治推進
課

法人の活動内容等を市民に情報提供する
場を作ることで、法人による情報公開活
動の支援を行い、市民による公益活動へ
の参加を促す。公表する情報について、
適宜法人に助言等を行い、より適切な情
報公開がされるよう配慮している。

市内全ＮＰＯ法人に配信している「ＮＰ
Ｏ通信」を活用し、情報更新や新規登録
を呼びかける。
相談のあったＮＰＯ法人に対しては、内
容の確認対応等を行う。

48 44

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 8
市民活動支援セン
ターにおける市民
公益活動の促進

会議室等の貸出し、情報提供や
相談、市民活動団体間の交流及
び連携の促進など、市民活動支
援センターの事業を通じて、市
民公益活動の促進を図る。

市民局
市民自治推進
課

施設利用者数、会議室・談話室利用件数
等の成果指標の目標値を設定する。

指定管理者の月次報告で、目標値の月
別、年間累計数や事業の進捗状況を共有
する。

指定管理者は施設の職員研修を行う。市
職員も各種講座を受講可能としている。

月１回以上の対面での打ち合わせの他、
電話やメールで密に連絡をとる。

フェスタは公募による実行委員会、指定
管理者の事務局、市職員が定期的に会議
を行い準備する。

49 44

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 10
町内自治会とＮＰ
Ｏ等のマッチング
交流会

持続可能な地域コミュニティの
実現に向けた地域内の連携を進
めるため、市内で活動している
町内自治会やＮＰＯ等との連携
促進を目的とした交流会を開催
する。

市民局
市民自治推進
課

交流会冒頭に、地域団体の現状と他団体
との連携の在り方について、有識者から
のレクチャーを実施することで、問題意
識の共有を行う。

6
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50 44

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 11
町内自治会による
多様な主体との連
携活動支援

町内自治会がＮＰＯ等と連携
し、地域活動や発展に繋げてい
くために必要な取り組みの経費
の一部を補助する。

市民局
市民自治推進
課

団体採択審査時や事業計画策定時や随時
のヒアリング、取材を実施し、その都度
本事業実施に至った問題点、今年度の事
業内容、年度末までの達成目標や次年度
以降の展望を共有する。

事業計画を策定するまでの過程で意見交
換し、申請団体自ら問題を発見し解決す
るための方策を検討できるよう支援す
る。
また、連携団体の紹介、連携団体への助
言など、事業を円滑に実施するための支
援を実施する。

適宜、事業の進捗状況について申請団体
や連携団体と情報交換したほか、事業の
取材を実施して把握に努める。

団体の採択審査を行う際には、市民自治
推進課を事務局とする審査委員会を置い
てさまざまな視点から事業に関する審
査・採点を行う。

51 45

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 15
コミュニティ通
訳・翻訳サポー
ター制度

外国人市民の支援を行う国際交
流ボランティアが持続的・安定
的に活動を行えるよう、「コ
ミュニティ通訳・翻訳サポー
ター制度」を新たに導入し、千
葉市国際交流協会がボランティ
アのマッチングから謝礼の支払
いまで一括で実施する。

対象：市民等

市民局
国際交流課

　通訳・翻訳に関する高い言語の能力・
資質を備えたボランティアを国際交流協
会が認定する制度を設け、登録者に対し
事業目的を明確にしている。

　コミュニティ通訳・翻訳サポーター育
成講座を年4回開催し、通訳・翻訳におけ
る専門性の向上に努める。

　国際交流協会が事務局機能を担い、通
訳・翻訳の活動に関する連絡調整を行う
ことにより、ボランティアと協働で事業
を推進している。

52 45

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 18
パラスポーツ振興
に係る市民活動事
業に対する支援

障害者のスポーツ活動への参加
を促進し、生きがいや生活の質
の向上、健康づくりの機会等を
創出するため、市民が主体的に
行う障害者向けのスポーツ教室
や体験会の開催費用を助成す
る。

根拠要綱等：千葉市パラスポー
ツ振興補助金交付要綱

市民局
スポーツ振興
課

事業を行うにあたって、書類のやりとり
にとどまらず、直接顔を合わせて打ち合
わせを行うことで事業の目的や問題意識
の共有を行っている。

補助金の申請にあたっての事前相談時に
事業の目的等の共有を図るとともに補助
金交付までのスケジュールについて事前
説明を行う。

ちばしパラスポーツコンシェルジュを活
用し、市民が参加しやすくなるような仕
組みとしている。

事業の進捗状況を共有するために、電話
やメールによるコミュニケーションツー
ルを活用し、事業の視察も行っている。

事業実施にあたり、参加者や講師のつて
がない事業者に、ちばしパラスポーツコ
ンシェルジュを紹介し、活動のサポート
を行っている。

53 46

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 20
認知症カフェ設置
促進事業

認知症の人が住み慣れた地域で
安心して暮らし続けるために、
認知症の人とその家族、地域住
民、専門職などが集い、認知症
の人を支えるつながりを支援
し、認知症の人とその家族の介
護負担の軽減等を図ること等を
目的とした認知症カフェを運営
する事業に対し、補助金を交付
する。

根拠要綱等：千葉市認知症カ
フェ設置促進事業補助金交付要
綱

保健福祉局
地域包括ケア
推進課

補助金の活用を通じて認知症カフェ運営
の趣旨等に共通の理解を得るとともに、
市職員による訪問により認知症カフェの
運営状況等を確認し、年度ごとの適切な
実施報告・補助金精算等の事務処理につ
なげる。

認知症カフェを新規に設立する者を対象
とした説明会の開催や、カフェ運営者を
集めての交流会の場でカフェの運営状況
の発表をすることにより、安定した認知
症カフェの運営にフィードバックできる
よう取り組む。

54 49

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 39
中央区自主企画事
業
地域活性化支援

地域活性化を図るために、区民
が主体となって、地域の活性化
及び地域における課題解決等を
行う活動に対し、必要な経費を
助成する。

根拠要綱等：中央区自主企画事
業補助金交付要綱

中央区役所
地域づくり支
援課

助成事業の中間報告会をプレゼン形式で
実施することで、年度目標に対する達成
度を市と助成団体間で共有している。

中間報告会後に団体交流を開催し、各団
体の課題やその解決方法、成功例を共有
することで活動の活性化を図っている。

55 51

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 51
緑区自主企画事業
地域活性化支援

地域活性化を図るために、区民
が主体となって、地域の活性化
及び地域における課題解決等を
行う活動に対し、必要な経費を
助成する。

根拠要綱等：緑区自主企画事業
補助金交付要綱

緑区役所
地域づくり支
援課

事業の中間報告会を行い、事業の実施状
況を確認する。

実施団体に対しフォローアップ研修を行
い、事業の促進を図る。また、11月の中
間報告会においては、ファシリテーター
から団体へアドバイスするとともに、実
施団体間や関係団体で情報共有を行う。

56 51

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 52
緑区自主企画事業
地域活動団体支援
事業

地域活動団体の抱える課題に対
応した研修会、地域活動団体の
協力・連携を促進するための交
流会の開催や、地域活動団体が
行う行事等のボランティア募集
など、課題解決に向けた支援を
行う。

緑区役所
地域づくり支
援課

次代の担い手の育成に繋げるため、緑区
在住の学生等を対象として地域活動団体
が行う行事等のボランティアを募集す
る。

7
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57 51

３
市民の自
立的な活
動を推進
するため
の取組み

－ 56
学校セーフティ
ウォッチ事業

子どもたちの安全確保に取り組
むため、登下校の見守りや巡回
の活動を行う市民(学校セーフ
ティウォッチャー)に対し、腕
章の配布、講習会の開催等を行
うほか、スクールガード・アド
バイザーが巡回して助言や情報
提供等を行う。

教育委員会
学事課

多くの世代が参画できるように散歩や買
い物など何かをしながら、児童・生徒の
安全を見守る「ながら見守り」の推奨を
する。

58 52
４
市民の意
向の把握

－ 2
中央区自主企画事
業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信
するとともに、区民の意見や提
案などを施策に反映していくた
め、区長が直接区民と対話を行
う。

中央区役所
地域づくり支
援課

　市民の声を直接、聞くことで、課題な
どの情報を共有することができている。

　参加者の中からキーパーソンや団体を
探り、今後の地域活動のためにつながり
を保つようにしている。

59 53

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 2

防災ライセンス講
座及び防災ライセ
ンススキルアップ
講座

自助・共助による地域の防災力
の向上を図るため、防災・減災
に必要な知識や技術を持った
リーダーを養成するための講習
会を開催する。

対象
防災ライセンス講座：防災に関
心がある方
スキルアップ講座：防災ライセ
ンス講座修了者

総合政策局
防災対策課

毎回、講座の冒頭で育成対象が地域の防
災活動におけるリーダーであることを説
明している。
さらに、防災ライセンススキルアップ講
座については、修了者は自主防災組織等
に対して指導者的立場となり活動してい
ただくことを説明している。

防災ライセンス講座修了者には、次年度
以降の防災ライセンススキルアップ講座
（専門課程）の受講を案内している。
防災ライセンススキルアップ講座修了者
には、次年度以降の同講座での指導補
助、地域への防災アドバイザーとしての
派遣を行っている。

60 54

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 6
チーム千葉ボラン
ティアネットワー
クの運営

市民のボランティア活動を支援
する「チーム千葉ボランティア
ネットワーク」を運営し、千葉
市や近隣自治体におけるボラン
ティア募集情報や、知識・スキ
ル向上のための研修等に関する
情報発信等を行う。

対象：チーム千葉ボランティア
ネットワークメンバー、ボラン
ティアに関心のある方

市民局
市民自治推進
課

「千葉の親子三代夏祭り」のボランティ
ア参加者を対象に夏祭り当日に備えた事
前の研修会を実施するとともに、祭り終
了後にボランティア参加者へのアンケー
トを実施し、翌年度の事業へ活かす取組
みを実施する。

委託業者と事業の進捗状況確認のために
毎月打ち合わせを実施する。ボランティ
ア活動日には現場に行くことで委託業
者、ボランティア参加者とコミュニケー
ションを図る。

61 54

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 7
ちばボランティア
塾

ボランティアの養成・市民公益
活動や地域活動への参加者の拡
大を目的として、ボランティア
の基礎知識やコミュニケーショ
ンのノウハウ、情報収集の方
法、SNSの活用などについて、
座学の中に一部体験を含めた講
座を開催する。

対象：15歳以上

市民局
市民自治推進
課

講座修了者に向けて今後開催される当セ
ンターの講座等の開催案内、ボランティ
アの募集情報等をメールにて提供するこ
とで、継続的なコミュニケーションを図
る。

62 55

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 16
国際交流ボラン
ティア育成

本市の多文化共生社会の推進に
資するために、国際交流ボラン
ティアを育成する。

対象：市民等

市民局
国際交流課

　通訳ボランティア・リーダー会議を開
催し、市内の自主学習グループ間で情報
共有や課題検討ができる場を設ける。

　各自主学習グループに対して、各種ア
ドバイスや情報提供、広報支援、専門機
関との連携・調整など活動に対する育
成・支援を行う。

63 55

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 17
日本語交流つなぎ
ての育成

市内の日本語教室や千葉市国際
交流協会で活動する日本語学習
支援者（日本語交流員）及び各
種市民団体や施設窓口において
外国人との接点となる仲介者
（つなぎて）の育成を行う。

対象：市民等

市民局
国際交流課

講座の実施にあたり、受講者が修了後に
地域の日本語教室等で活動する日本語学
習支援者や各種市民団体等において外国
人との接点となる仲介者となることを明
確に説明する。

修了者を対象にフォローアップ講座を開
催し、活動に関する相談やアドバイスを
行う。修了者に千葉市国際交流協会の交
流や日本語学習支援の活動に協力しても
らう。
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「市民自治を推進するための工夫をして取り組む予定である」項目一覧（令和８年度千葉市市民自治推進のための実施計画） 資料１－４

※「項目」欄において着色された事業・・・取材済みの事業 ※「コレクティブインパクトの５要素を踏まえた取組み」欄において着色された取組み・・・主な好事例の取組み

コレクティブインパクトの５要素を踏まえた取組み

ページ 大区分 小区分 No. 項目 概要 所管課 （１）共通のアジェンダ （２）共有された測定システム （３）相互に強化し合う取組み （４）継続的なコミュニケーション （５）活動をサポートする中心的組織

64 56

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 18
初級パラスポーツ
指導員養成講習会

パラスポーツの振興のため、担
い手となる指導員の養成を目的
に、障害への理解や安全管理な
どを習得するための講習会を行
う。

対象：市内在住在勤の18歳以上
の方（市外在住の方はテキスト
代自己負担で受講可能）

市民局
スポーツ振興
課

講習会の内容についての課題を共有しな
がら、講師や会場、備品の手配を行って
いる。受講者全員が講習会の全日程を修
了し、資格取得に至ることを目標として
いる。

講習会の実施のみにとどまらず、講習会
修了者や経験の浅い指導員を対象とした
フォローアップ研修会を実施している。

募集状況や受講状況について、適宜メー
ルや電話などにより情報の共有を行って
いる。

65 56

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 22
シニアリーダー養
成講座

介護予防につながる生活習慣や
運動などを学ぶ自主的な介護予
防活動グループのリーダーを養
成するための講座を実施する。
講座修了者は、地域で介護予防
の推進を目的とした体操教室を
行う。

対象：受講後、地域で安全に体
操の指導と介護予防の推進を目
的とした体操教室の運営ができ
る市民

保健福祉局
健康推進課

　講座内のグループワーク等を通して、
参加者があんしんケアセンター及び生活
支援コーディネーターから高齢者を取り
巻く地域の状況について情報提供を受け
ている。その上で講座で習得した知識や
運動技術をもって、地域の課題解決につ
いての考察や修了後の活動内容につい
て、レポートを作成・提出してもらうこ
とで、地域課題の共有や活動への動機付
けを図っている。

　講座修了後もフォローアップの研修
（年2回）を行うことで、継続的に学び直
す機会を設け、講座で身に着けた知識、
技術を維持するのみならず、参加者がシ
ニアリーダー活動に参加したことにより
新たに生じた課題の解決を図っている。

　シニアリーダー及びグループ代表や関
係機関等が出席する連絡会（月1回）を開
催し、地域の介護予防活動における連絡
調整等の支援を行うとともに、シニア
リーダー活動の事業状況なとについて共
有を図っている。

　事業実施にあたり、理学療法士等を配
置した事務局（医療法人社団に委託）を
設置し、体操教室の運営支援や活動状況
の把握を行っている。

66 58

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 33
谷津田の自然体験
教室

自然環境の保全再生、動植物に
関する調査を率先して行える指
導者や実践者を育成するため、
必要な知識や方法を習得するこ
とを目的とした講座を開催す
る。

対象：自然環境の保全・再生に
関心のある市民

環境局
環境保全課

研修の冒頭で職員や講師（ボランティ
ア）から谷津田における現状と課題を説
明している。

講師（ボランティア）の方と、事業の進
捗状況を共有するために電話やメールに
て密接なコミュニケーションを図るよう
にしている。

開催場所の谷津田で保全活動を行ってい
るボランティアが各講座の講師を担うこ
とにより、専門的な内容の講座を開催で
きている。

67 58

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 34 千葉市谷津田塾

谷津田の保全に取り組むボラン
ティアを養成するため、保全活
動団体（ボランティア）と連携
し、保全活動に必要な知識や技
術の習得を図る講座を開催す
る。

対象：谷津田の保全活動に関心
のある市民

環境局
環境保全課

活動団体（ボランティア）から実際の保
全活動などを学んでいる。

講座内容については予め活動団体と競技
しているほか、進捗についても随時共有
していく予定。

開催場所の谷津田で保全活動を行ってい
るボランティアが各回の講師を担うこと
により、専門的な内容の講座を開催す
る。

68 58

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 35
生ごみ資源化アド
バイザー養成研修

生ごみの減量及び再資源化に関
する助言、技術指導等を行う｢
生ごみ資源化アドバイザー｣を
養成するため、研修を開催す
る。

対象：市内在住・在勤・在学者

環境局
廃棄物対策課

毎回、研修の冒頭で本市における現状と
課題、育成対象が市の計画に位置づけら
れたキーパーソンであることを説明して
いる。

アドバイザーとしての能力及びモチベー
ションを向上させ、活動の継続的な実施
を促すため3年ごとにフォローアップ研修
を実施している。

69 60

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 43
花見川区
認知症キッズサ
ポーター養成

高齢者が安心して暮らせるやさ
しいまちづくりを目指すため、
認知症の人やその家族を見守
り・支援できるように、花見川
区内の公立小学校で認知症サ
ポーター養成講座を開催する。

対象：小学４・５・６年生

花見川区役所
高齢障害支援
課

年度初めに校長会へ参加し、本事業の目
的や概要を伝え、より多くの学校から受
講希望がもらえるように取り組んでい
る。

千葉市あんしんケアセンターと連携しな
がら、本事業が継続的に実施できるよう
に取り組んでいる。

70 60

５
市民と職
員の意識
向上と人
材育成

－ 48
緑区
認知症ジュニアサ
ポーター養成

高齢者が安心して暮らせるやさ
しいまちづくりを目指すため、
認知症の人やその家族を見守
り・支援できるように、緑区内
の公立小中学校で認知症サポー
ター養成講座を開催する。

対象：中学１年生、小学生

緑区役所
高齢障害支援
課

事前学習と事後アンケート等による振り
返りを学校側に行ってもらい、生徒の理
解度や意識形成を高める働きかけを教育
活動の中で行う。講座では期待される役
割を寸劇とロールプレイで伝え、家庭で
も共有が図れるよう視聴動画を紹介した
リーフレットを配布する。

R7年度、地域に潜在していたキャラバン
メイト養成講座受講者を発掘、講師陣と
打合せを重ね、事業に参加してもらっ
た。年間計画の中で講師陣との打ち合わ
せを行い、活躍できる人材を育成し増や
す取り組みを継続する。
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